
荒
武
達
朗
著

近
代
満
洲
の
開
設
と
移
民

|
|
湖
海
を
渡
っ
た
人
び
と
|
|

江

夏

由
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近
代
の
満
洲
(
中
園
東
北
地
方
)
を
考
察
の
釘
象
と
し
た
近
年
の
研
究
の

進
展
は
著
し
い
。
日
露
戦
争
後
の
南
満
洲
銭
遁
の
経
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

ま
た
、
「
満
洲
図
」
の
時
代
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域
の
産
業
・
経
済
等
の

問
題
を
論
じ
た
考
察
を
は
じ
め
、
嘗
時
の

H
本
の
政
治
・
外
交
・
経
済
・
枇

合
同
等
の
動
き
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
方
面
に
お
け
る
満

洲
史
研
究
が
後
表
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
研
究
が
利
用
す
る
史
料
・
資
料

の
多
く
は
蛍
時
の
日
本
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
日
本
語
の
も
の
で
あ
り
、

麿
い
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
円
本
史
研
究
の
一
翼
と
し
て
の
性
格
を
有

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
満
銭
、
満
洲
園
生
寸
の
諸
機
関
・
組
織
が
残
し
た
膨

大
な
史
料
・
資
料
の
存
在
が
、
こ
う
し
た
満
洲
史
研
究
を
推
進
す
る
原
動
力

と
な
っ
た
。
他
方
、
中
園
近
代
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
も
、
近
年
、
張
作

者
林
・
張
皐
良
政
権
期
の
政
治
・
経
済
・
枇
舎
等
に
関
す
る
研
究
な
ど
で
、
多

く
の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
前
述
の
日
本
語
の

史
料
・
資
料
等
を
積
極
的
に
利
用
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
、
中
園
語
(
漢
語
)

で
記
さ
れ
た
各
種
槍
案
類
生
寸
の
史
料
の
分
析
に
力
を
注
ぎ
、
首
時
の
中
園
側

か
ら
見
た
満
洲
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
様
々
な
制
約
は

あ
る
も
の
の
、
近
年
、
中
園
に
お
い
て
槍
案
史
料
等
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
研
究
の
進
展
を
促
し
た
と
言
え
る
。
興
味
深
い
蛤
は
、

同
じ
「
満
洲
史
」
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
雨
者
の
研
究
の
聞
に
は
、
そ
の

問
題
関
心
、
ま
た
、
こ
の
地
域
の
歴
史
像
に
し
ば
し
ば
微
妙
な
相
違
が
存
在

す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
語
の
史
料
・
資
料
を
主
に
利
用
し
た
諸
研
究
は
、
日
本
と
満
洲
と
の

関
わ
り
が
本
格
化
し
た
一
九
世
紀
末
以
降
の
こ
の
地
域
の
照
史
を
考
察
の
封

象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
首
然
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
、
つ
ま
り
、
清
朝
の
時
代

の
満
洲
の
歴
史
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
し
た
研
究
で
は
、
し

ば
し
ば
、
か
つ
て
の
満
洲
は
、
中
園
閥
内
と
異
な
り
、
八
旗
制
と
い
う
特
別

な
統
治
機
構
の
も
と
に
回
青
か
れ
た
、
な
お
「
未
墾
地
」
が
慶
く
展
開
す
る

「
透
境
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
を

車
純
な
「
遺
境
」
と
い
う
概
念
で
理
解
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
。

漏
洲
は
清
朝
の
故
地
で
あ
り
、
こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
治
め
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
清
朝
に
と
っ
て
は
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
満
洲
の
近
代
史
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
清
朝
の
時
代
の
こ
の
地
域
の
歴
史
と

の
つ
な
が
り
の
な
か
で
考
察
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
書
の
特
長
の
一
つ
は
、
右
記
の
よ
う
な
研
究
上
の
要
請
に
慮
、
ぇ
、
清
朝

の
時
代
と
そ
れ
以
後
の
近
代
の
満
洲
の
歴
史
像
を
、
一
つ
の
文
脈
の
も
と
、

時
代
を
貫
く
か
た
ち
で
描
こ
う
と
し
た
慰
に
あ
る
。
且
ハ
躍
的
に
は
、
す
で
に

清
朝
の
早
い
時
期
か
ら
、
山
東
竿
島
か
ら
満
洲
へ
の
移
民
が
大
規
模
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
う
し
た
移
民
の
歴
史
を
追
う
こ
と
で
、
近
代

の
満
洲
一
枇
舎
を
長
い
時
間
軸
の
な
か
で
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
第
二
の
特
長
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は
、
満
洲
へ
の
移
民
の
照
史
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
歴
史
を

移
民
の
迭
問
地
で
あ
る
華
北
枇
舎
と
の
連
闘
の
な
か
で
捉
え
た
こ
と
で
あ
る
。

考
察
の
釘
象
を
特
定
の
地
域
の
内
側
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
他
地
域

と
の
関
係
の
な
か
で
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
、
よ
り
虞
い
視
野
の

な
か
で
、
新
た
な
問
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
近
代
満
洲

の
歴
史
を
虞
い
地
域
的
な
擦
が
り
の
な
か
で
と
ら
え
、
そ
の
歴
史
を
中
園
史
、

ア
ジ
ア
史
令
一
健
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
試
み
と
言
え
よ
う
。
こ
う

し
た
本
書
の
特
長
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
、
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま

ず
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

E 

本
書
は
次
の
各
ヰ
早
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

序
章
第

I
部

満

洲

編

第
一
章
乾
隆
嘉
慶
年
間
満
洲
の
封
禁
と
漢
民
族
の
移
民

第
二
章
山
束
省
地
域
枇
舎
の
擦
延
|
|
山
東
竿
島
と
遼
東
竿
島

第
三
章
一
九
世
紀
後
宇
北
満
洲
の
透
境
経
済
と
漢
民
族
の
進
出

第
四
章
一
九
二
O
|
一
一
一

0
年
代
北
満
洲
を
め
ぐ
る
努
働
力
移
動
の
饗
容

第
五
章
山
束
省
に
お
け
る
涌
洲
移
民
送
出
地
の
掻
大

補
論
近
代
満
洲
に
お
け
る
か
山
東
老
郷
“
の
形
成
|
|
係
り
の
出
身
地

第
H
部

H

本
北
編

第
六
章
移
住
民
迭
山
地
の
農
村
経
済
|
|
一
九
O
O
二

0
年
代
山
東
竿

島山
束
省
の
農
村
経
済
・
農
家
経
管
と
満
洲
移
民

第
七
章

結
論
主
要
参
考
文
献
目
録

あ
と
が
き

索
引
中
文
提
要

「
序
章
」
に
お
い
て
、
ま
ず
、
著
者
は
惇
統
的
中
園
枇
舎
に
お
け
る
移
住

の
歴
史
を
考
察
し
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
概
観
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
本
書

の
課
題
で
あ
る
一
八
世
紀
初
期
か
ら
二
O
世
紀
中
十
ば
の
中
園
華
北
、
特
に
山

東
省
と
満
洲
と
の
聞
の
移
住
現
象
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
移
住
民
を
迭
出

し
た
側
(
山
東
省
)
と
受
容
し
た
側
(
満
洲
)
の
枇
舎
の
分
析
を
そ
れ
ぞ
れ

に
行
い
、
さ
ら
に
、
隻
方
の
枇
舎
を
つ
な
い
だ
枇
合
的
・
経
済
的
・
文
化
的

紐
帯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

第

I
部
は
満
洲
が
考
察
の
舞
墓
と
な
る
。
第
一
章
「
乾
隆
嘉
慶
年
間
満
洲

の
封
禁
と
漢
民
族
の
移
民
」
は
、
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

満
洲
地
域
史
研
究
の
成
果
と
そ
の
問
題
慰
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
近
年
、
清
朝
初
期
、
あ
る
い
は
、
清
末
以
降
を
封
象
と
す
る
賓
語
的
な

歴
史
研
究
の
進
展
は
著
し
い
が
、
他
方
、
康
照
か
ら
嘉
慶
年
間
の
時
代
に
か

け
て
の
こ
の
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
は
な
お
解
明
さ
れ
る
べ
き
黙
が
多
い
。

只
位
的
に
は
、
こ
の
時
期
、
ど
の
よ
う
に
、
山
東
省
等
か
ら
の
移
民
に
よ
っ

て
こ
の
地
域
の
枇
舎
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
具
健
像
を
探
る
作

業
が
中
心
的
な
課
題
と
な
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
戦
前
の
稲
葉

山
百
吉
、
矢
野
仁
一
、
周
藤
六
之
ら
の
研
究
が
着
目
し
た
「
封
禁
政
策
」
、
つ

ま
り
、
満
洲
へ
の
移
民
を
禁
止
、
あ
る
い
は
、
制
限
し
た
清
朝
の
政
策
を
あ

ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
第
一
節
「
封
禁
政

ρhυ 
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策
の
初
期
|
乾
隆
年
間
以
前
」
は
、
『
清
賓
録
』
の
記
載
を
検
討
し
、
清
初

の
空
白
期
を
経
て
、
康
照
年
間
竿
ば
以
降
に
は
関
内
か
ら
満
洲
へ
の
移
住
民

の
流
入
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
こ
れ
に
針
し
、
清
朝
は
旗
人
と
民
人
の
分
断
、

旗
界
と
民
界
の
設
定
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
移
住
民
の
統
制
を
困
っ
た
こ
と

を
論
じ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
後
の
「
封
禁
政
策
」
の
基
本
姿
勢
を
す
で
に
こ

の
時
期
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
節
「
乾
隆
年
間
封
禁
政
策
の
整

備
と
満
洲
移
民
」
は
、
清
朝
後
鮮
の
地
で
あ
る
満
洲
に
漠
人
が
立
ち
入
る
こ

と
を
禁
止
し
た
「
封
禁
政
策
」
が
、
賓
際
に
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い

た
の
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
。
こ
の
政
策
は
乾
隆
五
年
に
施
行
さ
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
著
者
は
『
清
貫
録
」
、
ま
た
、
各
種
棺
案
史
料
の
記
遮
を
検
諮

し
、
「
封
禁
政
策
」
を
巌
格
に
賓
施
す
る
と
す
る
「
理
想
」
「
総
論
」
は
清
朝

皇
帝
、
官
僚
ら
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
賓
際
に
は
、

「
人
民
生
活
の
安
寧
」
「
被
災
民
の
救
岨
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
現
賓

的
な
封
麿
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
閥
内
か
ら
満
洲
に
流
入
し
て
い
っ
た
こ

と
を
論
じ
る
。
第
三
節
「
封
禁
政
策
の
再
調
整
」
は
、
乾
隆
末
年
か
ら
嘉
慶

年
間
に
歪
り
、
関
内
か
ら
満
洲
へ
の
移
民
流
入
が
掻
大
す
る
な
か
で
、
「
封

禁
政
策
」
の
巌
格
な
賓
施
と
い
う
原
則
と
「
被
災
民
の
救
岨
」
「
人
民
生
活

の
安
寧
」
と
い
う
現
賓
的
針
感
の
聞
を
揺
れ
動
い
た
清
朝
の
政
策
を
追
う
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
清
朝
は
「
封
禁
」
の
内
符
を
柳
倹
遺
摘
の
外
側
(
遣

外
)
へ
の
移
民
禁
止
・
統
制
へ
と
、
そ
の
政
策
の
重
心
を
移
し
て
い
っ
た
。

第
二
f

草
「
山
東
省
地
域
献
舎
の
掻
延
|
|
山
東
宇
島
と
遼
東
宇
島
」
は
、

封
禁
政
策
の
も
と
で
満
洲
と
山
東
の
雨
枇
舎
の
聞
を
移
動
し
た
人
々
の
且
ハ
腫

像
、
ま
た
、
か
れ
ら
の
聞
に
存
在
し
た
枇
合
関
係
の
諸
相
を
解
明
す
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
、
ま
ず
、
著
者
は
山
束
枇
舎
に
と
っ
て
、
満
洲
は
穀
物
を

供
給
し
、
雇
用
機
舎
を
提
供
す
る
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
早
い
時
期
か
ら
、

岡
地
域
が
海
路
に
よ
り
需
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
第
一

節
「
満
洲
経
済
へ
の
内
在
化
」
は
、
『
刑
科
題
本
』
等
の
史
料
の
記
述
を
紹

介
す
る
な
か
で
、
農
業
鉱
労
働
者
と
し
て
相
封
的
に
高
い
賃
金
で
雇
用
さ
れ
た

山
東
の
人
々
が
春
先
に
満
洲
に
赴
き
、
晩
秋
・
初
冬
に
故
郷
に
鴎
還
す
る
姿

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
第
二
節
「
移
動
す
る
人
々
の
賓
態
」
は
、
満
洲
と
山

東
の
聞
を
往
来
し
た
船
舶
が
朝
鮮
半
島
に
漂
着
し
た
際
の
取
調
記
録
(
『
備

達
司
謄
録
』
所
収
の
「
間
情
別
車
」
)
を
考
察
し
、
山
東
省
の
登
州
府
、
莱

州
府
等
の
人
々
は
出
稼
ぎ
だ
け
で
な
く
、
商
責
、
結
婚
等
の
た
め
に
も
満
洲

と
の
往
来
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
比
較
的
安
債
な
船
賃
が
そ
う
し
た
行
き
来

を
可
能
に
し
て
い
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
第
三
節
「
雨
地
域
に
横
大
す
る
血

縁
組
織
」
は
、
山
東
省
黄
豚
丁
氏
、
黄
豚
戚
氏
、
黄
豚
越
氏
、
東
莱
越
氏
、

莱
陽
主
主
氏
生
寸
の
族
譜
を
考
察
す
る
な
か
で
、
山
東
半
島
と
満
洲
に
ま
た
が
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
た
宗
族
関
係
を
確
一
認
し
、
そ
う
し
た
関
係
に
根
ざ
し
た

人
々
の
往
来
、
つ
ま
り
、
溺
海
を
隔
て
て
形
作
ら
れ
て
い
た
「
隔
海
地
域
枇

合
同
」
の
存
在
を
強
調
す
る
。
第
三
節
「
士
口
林
徐
氏
の
履
歴
|
|
定
住
へ
の
這

程
」
は
、
民
図
期
に
吉
林
省
長
等
を
務
め
た
徐
事
蒜
の
生
家
で
あ
り
、
永
士
川

(
現
吉
林
市
)
の
名
族
で
あ
る
徐
氏
の
『
吉
林
永
吉
徐
氏
宗
譜
』
の
記
載
を

手
が
か
り
に
、
元
々
は
山
東
登
州
府
黄
燃
に
居
住
し
、
明
代
隆
慶
期
に
莱
州

府
昌
口
巳
豚
に
移
住
し
た
徐
氏
の
一
部
が
後
に
吉
林
に
移
住
・
定
着
し
、
地
域

の
望
族
に
上
昇
し
て
い
っ
た
過
程
を
描
き
出
す
。

第
三
章
「
一
九
世
紀
後
宇
北
浦
洲
の
逢
境
経
済
と
漢
民
族
の
進
出
」
は
、

「
は
じ
め
に
|
|
吉
林
徐
氏
の
北
浦
洲
進
山
」
に
お
い
て
、
前
章
で
と
り
あ

げ
た
吉
林
徐
氏
が
有
力
な
宗
族
と
し
て
地
域
枇
舎
の
な
か
で
上
昇
し
て
い
っ

た
歴
史
を
、
そ
の
族
譜
に
記
さ
れ
た
通
婚
関
係
の
擦
大
を
み
る
こ
と
か
ら
確

認
し
、
そ
の
う
え
で
、
地
方
志
等
の
記
載
か
ら
、
徐
氏
と
の
遁
婚
相
手
は
官
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荒
地
の
挽
い
ド
げ
を
受
け
る
な
ど
の
過
程
を
経
て
、
地
域
の
大
地
主
、
商
工

業
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一

節
「
一
九
世
紀
後
半
北
満
洲
の
愛
存
」
は
、
北
満
洲
の
松
搬
平
原
、
三
姓
、

理
春
と
い
っ
た
地
域
に
移
民
の
流
入
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
地
域

が
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ウ
ラ
ジ
オ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト

港
等
の
都
市
と
の
交
易
擦
賄
、
食
糧
の
供
給
地
と
し
て
成
長
し
た
た
め
で
あ

り
、
北
浦
洲
に
お
け
る
急
速
な
農
地
・
人
口
の
擦
大
は
ロ
シ
ア
の
極
東
進
出

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
を
論
じ
る
。
第
二
節
「
ロ
シ
ア
極
東
の
後

背
地
と
し
て
の
北
満
洲
」
で
は
、
露
園
大
蔵
省
『
満
洲
通
志
』
、
中
園
側
の

槍
案
史
料
等
を
利
用
し
て
、
ブ
ラ
ゴ
ベ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、

ウ
ラ
ジ
オ
等
の
都
市
と
北
満
洲
と
の
聞
の
貿
易
関
係
を
兵
際
的
に
考
察
し
、

す
で
に
一
九
世
紀
末
ま
で
に
、
北
浦
洲
は
ロ
シ
ア
極
東
に
穀
物
、
疏
菜
、
酒
、

家
畜
、
肉
類
な
ど
の
食
料
品
、
日
出
品
を
供
給
す
る
後
背
地
と
し
て
の
役
割

を
捨
っ
て
お
り
、
そ
の
開
設
が
急
速
に
進
行
す
る
な
か
で
、
大
規
模
な
移
民

の
流
入
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
著
者
は
北
満
洲
に
お
け
る
開

設
の
進
展
、
そ
こ
で
の
地
域
エ
リ
ー
ト
の
形
成
過
程
は
南
満
洲
の
場
合
と
は

か
な
り
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
。

第
四
章
「
一
九
二

O

三

0
年
代
北
満
洲
を
め
ぐ
る
労
働
力
移
動
の
愛

谷
」
は
、
二

O
世
紀
初
頭
の
中
東
銭
這
の
開
設
が
北
満
洲
の
農
業
経
済
、
具

躍
的
に
は
こ
の
時
期
に
需
要
が
急
増
し
た
小
委
・
大
豆
等
の
生
産
、
そ
れ
に

附
随
し
た
商
業
生
寸
の
成
長
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
そ
こ
で
の
雇
用
機
舎
を
求

め
て
華
北
、
南
満
洲
の
地
か
ら
大
量
の
些
労
働
力
が
流
入
し
た
こ
と
を
論
じ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
賦
労
働
力
の
移
動
が
必
ず
し
も
華
北
地
域
か
ら
満
洲

へ
と
い
う
園
式
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
、
北
浦
洲
と
南
満
洲
と
の

聞
の
、
ま
た
、
満
洲
内
部
に
お
け
る
農
業
部
門
と
工
鍍
業
部
門
と
の
聞
の
労

働
力
移
動
の
関
係
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
第
一
節
「
北
満
洲
農
業
に
お
け
る

州
労
働
力
の
吸
牧
」
で
は
、
満
洲
凶
の
『
産
調
資
料
』
、
石
田
精
一
世
寸
の
研
究

を
利
出
し
、
こ
の
時
期
、
農
業
部
門
に
お
け
る
季
節
的
な
賃
金
愛
動
が
存
在

す
る
な
か
で
、
華
北
、
南
満
洲
か
ら
北
満
洲
に
流
入
し
た
農
業
他
労
働
者
は

「
高
賃
金
ス
ポ
ッ
ト
」
を
求
め
て
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
で

は
、
「
工
夫
市
」
と
い
う
労
働
市
場
の
存
在
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
を
論
じ
る
。
第
二
節
「
一
九
二

O

三
0
年
代
南
満
洲
に
お
け
る
工

業
・
鍍
業
部
門
の
成
長
」
で
は
、
『
産
調
資
料
』
『
榊
火
口
仙
次
郎

H
記
』
等
の

記
録
に
依
援
し
つ
つ
、
撫
順
炭
坑
の
問
委
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
工
銭
業
の

設
展
が
見
ら
れ
る
な
か
で
、
南
満
洲
に
お
い
て
も
州
労
働
力
の
確
保
が
決
し
て

容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
北
満
洲
の
農
業

部
門
と
南
浦
洲
の
工
鍍
業
部
門
と
の
聞
に
は
労
働
力
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競

合
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
華
北
か
ら
流
入
し
た
、
あ
る
い
は
、

南
満
洲
に
居
住
し
た
農
民
た
ち
は
有
利
な
就
業
機
舎
を
求
め
て
、
雨
部
門
の

聞
を
移
動
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
「
小
結
」
は
、
こ
う

し
た
農
民
の
行
動
様
式
の
な
か
に
見
い
だ
す
予
}
と
の
で
き
る
高
い
流
動
性
を

強
調
し
て
い
る
。

第
五
章
「
山
東
省
に
お
け
る
満
洲
移
民
、
兵
一
向
地
の
接
大
」
は
満
洲
へ
の
移

住
者
の
出
身
地
の
分
布
と
そ
の
時
期
的
饗
遷
を
、

(
1
)
清
朝
中
期
か
ら
一

九

0
0年
代
初
頭
ま
で
、

(
2
)

一
九

0
0年
代
初
頭
以
降
、
と
い
う
二
つ

の
時
期
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
前
者
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で

も
用
い
た
漂
流
民
に
到
す
る
取
調
記
録
等
を
考
察
し
、
一
九
世
紀
末
以
前
に

お
い
て
は
、
満
洲
に
流
入
し
た
者
の
出
身
地
は
山
東
半
島
の
登
州
府
が
最
も

多
く
、
莱
州
府
が
そ
れ
に
次
い
で
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
後
者
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
一
、
四
章
で
も
考
察
し
た
守
田
利
遠
『
満
洲
地
誌
』
、

。。
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ま
た
、
満
洲
園
岡
務
院
賓
業
部
が
一
九
三

0
年
代
に
賓
施
し
た
調
査
の
記
録

で
あ
る
『
康
徳
元
年
度
農
村
賓
態
調
査
戸
別
調
査
之
部
』
『
康
徳
三
年
度

農
村
賓
態
調
査
戸
別
調
査
之
部
門
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
同
様

な
調
査
の
成
果
で
あ
る
『
豚
技
士
見
習
生
農
村
賓
態
調
査
報
告
書
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
「
農
家
略
際
表
」
を
利
用
し
、
満
洲
に
移
住
し
て
き
た
各
農
家

の
出
身
地
を
ま
と
め
た
。
こ
の
「
農
家
略
歴
表
」
に
は
、
調
査
封
象
と
な
っ

た
農
家
が
い
つ
ご
ろ
ど
こ
か
ら
移
住
し
て
き
た
の
か
と
い
う
聞
い
へ
の
答
え

が
記
さ
れ
て
い
る
。
移
住
者
の
山
東
省
に
お
け
る
山
中
身
地
に
つ
い
て
は
、
①

黒
龍
江
省
西
部
及
び
内
蒙
士
円
、
②
黒
龍
江
省
中
部
、
③
黒
龍
江
省
東
部
、
④

吉
林
省
中
部
及
び
西
部
、
⑤
吉
林
省
東
部
、
⑥
東
部
蒙
古
、
⑦
遼
寧
省
東
部
、

⑧
遼
寧
省
西
部
及
び
熱
河
、
⑨
ロ
シ
ア
領
ア
ム
ー
ル
州
、
⑬
ロ
シ
ア
領
沿
海

州
の
場
合
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
類
型
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
考
察
の
結
果
、

一
九

O
O年
以
降
も
、
登
州
府
、
莱
州
府
、
青
州
府
等
の
山
東
省
東
部
、
山

東
半
島
の
出
身
者
が
な
お
満
洲
へ
の
移
住
者
の
多
数
を
山
め
て
い
た
も
の
の
、

中
東
銭
道
の
建
設
を
契
機
と
し
て
、
揖
円
戒
円
恰
爾
、
恰
爾
演
な
ど
の
大
都
市
、

黒
流
江
省
東
部
生
寸
の
、
進
境
地
帯
に
は
済
南
府
等
の
山
束
中
十
島
以
外
の
地
域
か

ら
の
移
住
民
の
数
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
始
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。
つ
ま
り
、
時
代
が
卜
る
に
つ
れ
、
移
民
の
迭
出
地
が
掻
大
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
「
小
結
」
に
お
い
て
、
著
者
は
、
一
九
四

0
年
代
ま
で
を
頑

野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
満
洲
へ
の
移
民
の
送
出
地
は
さ
ら
に
山
東
ふ
官
南
西
部
、

河
北
省
に
ま
で
績
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
移
民
現
象
の
撮
大
は
単

な
る
人
口
堅
の
増
大
と
い
う
説
明
で
は
理
解
で
き
ず
、
そ
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
首
時
の
華
北
農
村
経
済
の
(
貫
態
を
掘
り
下
げ
て
考
察
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

補
論
「
近
代
満
洲
に
お
け
る

ρ

山
東
老
郷
。
の
形
成
|
|
係
り
の
出
身

地
」
で
は
、
満
洲
移
住
民
の
一
部
に
は
出
身
地
を
山
東
省
と
偽
る
「
国
籍
」

と
い
う
現
象
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は
、
「
同
族

的
」
な
結
合
が
希
薄
な
こ
の
地
で
は
、
擬
制
的
な
「
同
郷
閥
係
」
の
果
た
す

役
割
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
E
部
「
華
北
編
」
は
、
議
論
の
舞
蓋
を
満
洲
へ
の
移
民
送
出
地
で
あ
っ

た
華
北
側
に
移
す
。
第
六
章
「
移
住
民
途
山
地
の
農
村
経
済
|
|
一
九

0
0

二
0
年
代
山
東
半
島
」
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
初
め
の
山
賀
ぶ
官

に
お
い
て
進
展
し
た
交
逼
候
件
の
大
幅
な
改
善
、
つ
ま
り
、
銭
這
の
敷
設
、

汽
船
の
普
及
、
道
路
建
設
が
こ
の
地
域
か
ら
の
満
洲
移
民
を
さ
ら
に
大
規
模

な
も
の
と
し
、
そ
う
し
た
移
民
か
ら
の
送
金
が
こ
の
地
域
の
経
済
に
大
き
な

饗
容
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
第
一
節
「
山
東
省
の
開
港
と
銭
道
の

敷
設
」
は
、
ム
九
世
紀
半
ば
以
降
、
山
東
省
で
は
殺
州
、
芝
宋
の
開
港
、
そ

の
後
の
青
島
港
の
建
設
と
惨
済
銭
這
の
敷
設
等
に
よ
り
交
通
僚
件
が
飛
躍
的

に
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
満
洲
へ
の
移
民
、
途
内
地
が
従
来
の
山
東
宇
島
北
岸

地
域
に
と
ど
ま
る
だ
け
で
な
く
、
山
東
省
の
各
地
に
掻
大
し
て
い
っ
た
こ
と

を
説
明
す
る
。
第
二
節
「
山
東
半
島
農
村
と
満
洲
移
民
」
は
、
山
東
か
ら
の

出
稼
ぎ
者
、
か
れ
ら
か
ら
の
、
途
金
の
増
大
は
満
洲
か
ら
山
東
枇
舎
へ
の
資
金

の
流
入
を
も
た
ら
し
、
そ
う
し
た
資
金
が
山
東
の
都
市
・
農
村
に
お
け
る
工

業
化
、
例
え
ば
、
昌
口
巴
豚
に
お
け
る
脳
細
業
、
十
後
梓
己
直
(
田
の
製
造
な
ど
の
産

業
の
成
長
を
促
し
、
こ
の
地
域
の
経
済
委
展
に
大
き
な
影
響
を
典
え
た
こ
と

を
論
じ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
、
貧
同
が
山
稼
、
ぎ
の
原
動
力
と
い
う
覗
姑
の

み
で
昔
時
の
満
洲
移
民
を
捉
え
る
こ
と
に
釘
し
て
、
大
き
な
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。
第
三
節
「
ル
ー
ブ
ル
紙
幣
・
国
系
通
貨
の
流
通
」
は
、
満
洲
へ
の
出

稼
ぎ
者
が
手
に
し
た
ル
ー
ブ
ル
紙
幣
等
は
、
華
北
、
満
洲
に
展
開
し
て
い
た

露
清
銀
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
決
済
さ
れ
、
地
域
的
な
濃
淡
は
あ
る
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も
の
の
、
貨
幣
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
の
国
系
通
貨

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
つ
ま
り
、
金
融
の
方
面
に
お

い
て
も
、
山
束
省
か
ら
満
洲
へ
の
出
稼
ぎ
を
支
え
る
健
制
が
確
立
し
て
い
た

こ
と
を
、
こ
こ
で
確
認
し
て
い
る
。

第
七
章
「
山
東
省
の
農
村
経
済
・
農
家
経
営
と
満
洲
移
民
」
は
、
「
は
じ

め
に
」
に
お
い
て
、
満
洲
へ
の
出
稼
ぎ
を
生
み
出
し
た
山
東
側
の
事
情
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
展
開
す
る
各
地
域
の
農
家
経
営
と
農
村
経

済
の
賓
態
、
人
び
と
の
生
計
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
制
す

る
o

第
一
節
「
民
園
期
山
束
省
の
農
家
経
営
と
農
村
経
済
」
で
は
、
一
九
三

九
年
か
ら
一
九
四
O
年
に
漏
銭
、
華
北
交
通
等
が
ま
と
め
た
各
種
の
農
村
賓

態
調
査
の
成
果
を
分
析
す
る
。
具
程
的
に
は
、
農
村
地
帯
で
あ
る
恵
民
牒
孫

家
廟
、
銭
道
沿
線
の
泰
安
豚
務
窪
荘
、
済
南
市
近
郊
の
南
権
府
荘
等
の
村
落

に
お
け
る
農
家
経
管
の
賓
態
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
村
落
の
農
家
は
農
業
か

ら
は
完
全
に
離
脱
す
る
こ
と
な
く
、
家
計
を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
置
か
れ
て
い
た
土
地
経
営
の
賓
情
、
経
済
環
境
等
に
磨
じ
て
、
「
自
家
経

営
」
「
副
業
」
「
被
傭
盤
労
働
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
戦
略
的
に
採
用
し
て
い

た
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、
さ
ら
に
現
金
牧
入
の
確
保
を
目
指
す
場
合
に
は
満

洲
へ
の
山
稼
ぎ
と
い
う
選
揮
肢
が
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
第
二
節
「
農

家
経
管
・
農
村
経
済
と
移
住
現
象
」
で
は
、
市
場
町
の
分
布
傾
向
、
土
地
所

有
と
一
経
替
様
式
、
被
傭
州
労
働
の
意
義
と
い
っ
た
問
題
か
ら
、
山
東
小
島
部
と

華
北
千
原
部
に
つ
い
て
比
較
し
、
「
副
業
」
「
被
傭
労
働
」
の
機
舎
が
少
な
か

っ
た
山
東
半
島
の
農
村
部
で
は
、
満
洲
へ
の
出
稼
ぎ
が
生
計
維
持
の
た
め
の

重
要
な
選
捧
肢
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
結
論
」
は
各
章
の
内
容
を
ま
と
め
、
最
後
に
、
本
書
の
論
じ
た
満
洲
移

民
の
問
題
は
た
ん
に
過
去
の
歴
史
上
の
出
来
事
で
は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、

本
格
的
な
改
革
開
放
政
策
の
進
展
の
も
と
、
今
後
も
中
園
に
お
い
て
大
規
模

な
労
働
力
移
動
が
橡
相
心
さ
れ
る
な
か
で
、
移
住
・
移
民
の
問
題
は
占
く
て
新

し
い
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
と
結
ん
で
い
る
。

E 

本
書
の
内
容
、
と
り
わ
け
、
そ
の
特
長
を
次
の
三
貼
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

第
一
黙
は
、
本
書
が
涌
洲
の
一
燃
史
を
長
い
時
間
軸
の
な
か
で
、
時
期
的
に

は
、
清
朝
の
早
い
時
期
か
ら
近
代
ま
で
を
も
封
象
に
し
て
考
察
を
進
め
た
、

意
欲
的
な
歴
史
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
の
文
書
に
記
さ
れ
た

制
度
、
政
策
の
も
と
で
、
賓
際
に
展
開
し
て
い
た
過
去
の
祉
舎
が
ど
の
よ
う

な
情
況
に
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
し
ば
し
ば
附
難
を
伴
う
。

清
朝
の
時
代
の
満
洲
枇
舎
を
研
究
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
の
「
制
度
」

と
「
現
昔
、
」
と
の
希
離
と
い
う
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
具

韓
的
に
は
、
満
洲
に
封
す
る
「
封
禁
政
策
」
が
、
果
た
し
て
、
ど
の
程
度
有

数
に
機
能
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
政
策
の
も
と
で
、
満
洲
へ
の
移
住

民
の
流
入
・
定
着
が
賓
際
に
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
は
、
制
度
史
の
枠
組
み
か
ら
だ
け
で
は
な
か
な
か
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
困
難
を
二
つ
の
方
向
か
ら
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

第
一
に
、
著
者
は
、
手
堅
い
史
料
考
訟
の
手
法
に
よ
り
、
『
清
(
貫
録
」
、
各
種

槍
案
類
を
分
析
し
、
「
封
禁
政
策
」
の
維
持
と
い
う
「
理
想
」
「
原
則
」
と
、

そ
の
政
策
を
皿
厳
格
に
は
賓
施
で
き
な
い
「
現
賓
」
と
の
聞
を
揺
れ
動
い
た
、

清
朝
政
府
内
部
に
存
在
し
た
意
見
の
衝
突
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
黙
で
の
釘
躍
の

あ
り
方
を
跡
付
け
、
そ
こ
か
ら
、
満
洲
に
績
々
と
流
入
し
て
い
っ
た
移
住
民

の
賓
際
の
姿
を
描
き
だ
そ
う
と
し
た
。
と
り
わ
け
、
『
備
達
司
謄
録
』
所
牧

の
「
間
情
別
車
」
な
ど
の
現
場
か
ら
の
報
告
等
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

120 
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満
洲
と
山
東
と
の
聞
を
賓
際
に
往
来
し
た
人
々
の
姿
を
生
き
生
き
と
描
き
出

し
て
い
る
結
な
ど
は
高
く
許
債
で
き
る
。
第
二
に
、
本
書
は
、
満
銭
、
満
洲

園
生
寸
の
干
に
よ
っ
て
賓
施
さ
れ
た
各
種
の
調
査
報
告
書
の
内
容
を
丹
念
に
分

析
し
、
二

O
世
紀
前
中
十
に
現
賓
に
存
在
し
た
満
洲
一
吐
舎
の
賓
態
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
過
去
を
照
射
す
る
形
で
、
清
朝
の
時
代
以
来
の
こ

の
地
域
の
社
合
同
愛
容
の
過
程
を
論
じ
た
。
こ
の
二
つ
の
方
法
が
冶
機
的
に
絡

み
合
う
こ
と
に
よ
り
、
清
朝
の
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
満
洲
一
吐
舎
の
賓
際
の

姿
が
多
面
的
に
描
き
出
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
中
国
史
研
究
を
専

門
と
す
る
著
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
な
し
え
た
手
法
と
言
え
る
。

第
二
黙
は
、
本
書
が
北
満
洲
の
枇
舎
を
主
に
分
析
の
封
象
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
従
来
の
見
方
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
近
代
の
満
洲
史
像
を
提
示
し
よ

う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
満
洲
史
研
究
は
、
南

満
洲
を
考
察
の
封
象
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
満
洲
の
開
溌
白
樫

が
、
ま
た
、
日
本
の
満
洲
へ
の
関
わ
り
が
、
ま
ず
、
南
の
地
域
を
中
心
に
始

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
。
こ
れ
に
針
し
、
本
書
は
北
満
洲
の
歴
史
を

中
心
に
取
り
あ
げ
た
。
本
主
自
の
重
要
な
問
題
提
起
の
一
つ
は
、
南
浦
洲
の
開

設
の
延
長
線
上
に
北
満
洲
の
歴
史
が
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
の

極
東
進
山
を
契
機
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
諸
都
市
の
後
背
地
と
し
て
北
満
洲
の

開
設
、
移
民
の
流
入
が
進
ん
だ
こ
と
を
強
調
し
た
貼
に
あ
る
。
そ
の
議
論
の

な
か
に
、
さ
ら
に
、
次
の
二
つ
の
論
貼
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま

ず
、
第
一
に
、
移
民
の
流
入
に
よ
る
開
設
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
こ
で
の
壮
曾

愛
容
の
過
程
は
、
南
満
洲
と
北
満
洲
で
は
異
な
っ
た
様
相
を
見
せ
た
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
満
洲
」
と
い
う
地
域
を
全
陸
的
に
と
ら
え
る

前
に
、
ま
ず
は
、
南
満
洲
と
北
浦
洲
の
一
枇
舎
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
察
の
釣
象
と

し
、
雨
者
の
聞
の
相
濯
を
浮
き
彫
り
に
す
る
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
課
題
に
除
え
る
か
た
ち
で
、
著
者
は
、
移
民
の
北
満
洲
へ
の
流
入
、

そ
の
枇
曾
愛
容
の
過
程
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
吉
林
の
有
力
宗
族
が
地
域
エ

リ
ー
ト
と
し
て
蓋
頭
し
て
い
く
様
子
生
寸
を
具
樫
的
に
論
じ
、
北
満
洲
枇
舎
の

濁
自
な
姿
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
第
二
に
、
北
満
洲
に
お
け
る
開
設

の
進
行
が
、
あ
る
場
合
に
は
、
南
満
洲
を
飛
び
越
え
る
形
で
、
こ
の
地
域
と

山
東
省
枇
舎
と
を
結
び
つ
け
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
山
東
省
か
ら

北
満
洲
へ
の
出
稼
ぎ
の
賓
態
、
か
れ
ら
の
賃
金
の
郷
里
へ
の
迭
金
、
つ
ま
り
、

北
満
洲
か
ら
山
東
へ
の
ル
ー
ブ
ル
紙
幣
等
の
流
入
な
ど
の
考
察
に
よ
り
、
本

書
は
、
北
満
洲
と
山
東
枇
合
同
と
の
聞
の
密
接
な
閥
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
北

満
洲
へ
の
移
民
の
問
題
を
、
山
東
省
枇
舎
を
も
包
み
込
ん
だ
「
隔
海
地
域
枇

舎
」
の
経
済
活
動
と
い
う
覗
黙
か
ら
考
察
し
た
こ
と
は
、
本
書
の
大
き
な
貢

献
で
あ
る
。

第
三
貼
は
、
本
書
が
、
山
東
か
ら
満
洲
へ
の
移
民
に
つ
い
て
、
「
貧
困
」

を
動
機
に
し
た
も
の
と
は
、
必
ず
し
も
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
著
者

は
、
む
し
ろ
、
満
洲
に
お
け
る
相
劉
的
な
高
賃
金
の
存
在
、
つ
ま
り
、
多
く

の
山
東
省
の
人
々
は
有
利
な
就
業
機
舎
を
求
め
て
満
洲
に
渡
っ
て
い
た
こ
と

を
強
調
し
、
そ
う
し
た
州
労
働
力
移
動
の
季
節
性
、
ま
た
、
そ
の
流
動
性
を
具

程
的
に
論
詰
し
て
い
る
。
本
書
の
第
E
部
は
、
賓
際
に
、
山
東
牛
島
北
沿
岸

部
、
そ
の
内
陸
部
、
さ
ら
に
華
北
平
原
部
に
展
開
し
た
各
地
の
農
村
・
都
市

経
済
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
、
こ
の
地
域
が
満
洲
に
移
住
民
を
迭
出

し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
の
時
代
に
よ
る
髪
、
定
過
程
を
検
議
し
た
。
移
民
の
歴

史
を
貧
困
の
問
題
か
ら
の
み
で
説
明
で
き
る
の
か
と
い
う
鈷
は
、
歴
史
研
究

の
各
分
野
が
関
心
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
代
の
山
東
枇
舎
、
そ
こ
で

の
「
貧
困
」
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
多
様
な
捉
え
か
た
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

そ
う
し
た
な
か
で
、
本
書
が
満
洲
移
民
の
歴
史
を
、
「
労
働
市
場
」
の
問
題
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か
ら
論
じ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

上
記
の
よ
う
な
本
書
の
研
究
成
果
を
作
認
し
た
う
え
で
、
そ
こ
で
の
議
論

に
内
包
さ
れ
て
い
る
さ
ら
な
る
課
題
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。

満
洲
の
照
史
を
論
じ
る
際
、
北
満
洲
と
南
満
洲
と
の
聞
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
は
、
政
治
史
の
分
野
で
も
興
味
深
い
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
清
末
か
ら
張
作
一
課
政
権
の
時
代
に
い
た
る
ま
で
、
例
え
ば
、
吉

林
省
の
政
治
の
動
き
は
奉
天
省
の
場
合
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
奉
天

省
の
政
治
権
力
と
吉
林
省
の
そ
れ
と
の
聞
に
は
強
い
針
抗
閥
係
が
存
在
し
て

い
た
。
現
在
の
満
洲
史
研
究
の
課
題
の
一
つ
は
、
東
三
省
を
構
成
し
た
各
省

の
政
治
、
経
済
、
枇
舎
の
情
況
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
、

ど
の
よ
う
に
満
洲
全
館
の
歴
史
像
を
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る

と
言
え
よ
う
。
そ
の
貼
で
言
え
ば
、
吉
林
の
地
域
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の
本

書
の
考
察
な
ど
は
、
こ
の
地
域
の
政
治
、
枇
合
の
問
題
を
南
浦
洲
の
場
合
と

比
較
す
る
う
え
で
大
嬰
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
が
北
浦
洲

の
農
業
部
門
に
お
け
る
雇
傭
問
題
に
焦
黙
を
あ
て
、
そ
の
な
か
で
、
労
働
力

の
確
保
を
め
ぐ
る
南
満
洲
と
北
満
洲
と
の
聞
の
競
合
闘
係
を
分
析
し
た
こ
と

な
ど
も
意
味
深
い
。
さ
ら
に
、
満
洲
史
全
日
出
胞
を
考
え
る
な
ら
ば
、
問
題
は
北

満
洲
と
雨
漏
洲
と
の
闘
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
「
満
洲
」
と
い
う
地
域

概
念
を
庚
く
捉
え
る
な
ら
ば
、
放
牧
地
域
で
あ
る
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史

に
つ
い
て
も
考
察
が
必
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
清
朝
、
張
作
霧
政
権
、
「
満

洲
岡
」
政
府
に
と
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
王
公
、
蒙
地
等
の
扱
い
は
賓
に
厄
介
な

事
柄
で
あ
っ
た
。
満
洲
史
と
モ
ン
ゴ
ル
問
題
は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
著
者
の
研
究
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
な
か
で
、
満
洲

の
西
側
に
虞
く
展
開
し
て
い
た
蒙
地
の
梯
い
下
げ
、
そ
こ
へ
の
漢
族
移
住
民

の
入
植
を
め
ぐ
る
問
題
等
は
、
是
非
と
も
今
後
さ
ら
に
取
り
あ
げ
て
欲
し
い

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
を
謹
む
中
で
、
南
浦
洲
と
北
満
洲
、
農
耕
地

帯
と
放
牧
地
帯
と
の
閥
係
な
ど
、
満
洲
史
研
究
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
な

お
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
代
の
満
洲
は
中
園
、
ロ
シ
ア
、
日
本
な
ど
の
各
勢
力
が
複
雑
な
関
係
を

織
り
な
し
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
経
済
は
園
境
を
こ
え
て
開
放
的
に
展
開
し

て
い
た
。
こ
の
黙
は
、
著
者
の
最
も
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

そ
の
研
究
に
は
、
し
ば
し
ば
、
中
国
史
、
ロ
シ
ア
史
、
日
本
史
、
モ
ン
ゴ
ル

史
、
朝
鮮
史
等
の
専
門
家
に
よ
る
連
携
し
た
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
作
業
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
各
国
史
」
研
究
の
分
野
で
は
な

か
な
か
気
づ
く
こ
と
が
な
い
、
興
味
深
い
問
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
本
書
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
近
年
、
ロ
シ
ア
史
研
究
の
領

域
に
お
い
て
も
、
極
東
、
北
満
洲
の
開
設
史
に
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
書
は
、
漢
族
の
労
働
移
動
の
問
題
か
ら
、
北
満
洲
と
ロ
シ
ア
、

華
北
地
域
と
の
聞
の
閥
係
を
分
析
し
た
が
、
例
え
ば
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
朝
鮮
人
・
朝
鮮
族
が
満
洲
の
開
後
で
果
た
し
た
役
割
、
と
り
わ
け
、
水

田
開
設
の
問
題
な
ど
を
考
察
の
封
象
と
し
て
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多

彩
な
議
論
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
書
の
議
論

は
朝
鮮
史
、
日
本
史
研
究
の
分
野
に
封
し
で
も
貴
重
な
問
題
提
起
と
な
る
。

本
書
は
中
岡
史
の
分
野
で
の
賓
誼
的
な
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、

さ
ら
に
、
「
各
園
史
」
の
枠
組
み
に
は
必
ず
し
も
牧
ま
ら
な
い
満
洲
史
研
究

の
必
要
性
、
可
能
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
本
書
は
考
察
の
釘
象
と
し
て
い
な
い
が
、
「
制
度
」
「
政
策
」
と

枇
舎
の
「
現
賓
」
と
い
う
貼
に
関
し
て
、
一
九

O
七
(
光
緒
一
二
三
)
年
に
束

三
省
に
お
け
る
軍
政
支
配
が
民
政
へ
と
移
行
し
た
こ
と
の
問
題
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
す
で
に
、
光
緒
初
年
以
降
に
お
い
て
も
様
々
な
改
革
の
動
き
が

122 



展
開
し
て
い
た
が
、
日
露
戦
争
後
、
清
朝
は
こ
の
地
に
中
園
関
内
各
省
と
同

様
に
総
督
巡
撫
制
を
敷
き
、
そ
の
後
、
辛
亥
革
命
に
い
た
る
ま
で
、
総
督
を

務
め
た
徐
世
田
円
、
錫
良
、
越
爾
巽
の
も
と
で
、
様
々
な
方
面
で
の
内
政
改
革

が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
束
三
省
の
内
政
改
革
は
本
書
の
主
題
で
あ
る
移
住
民

枇
舎
の
問
題
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
賓
際
、
徐
世
昌
に
よ
っ
て
記
さ
れ

た
『
束
三
省
政
略
』
で
は
、
荒
地
の
開
墾
、
そ
の
挽
い
下
げ
に
つ
い
て
の
記

遮
が
重
要
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
『
錫
良
遺
稿
奏
稿
』
に
も
関
係

す
る
記
述
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
清
末
の
束
三
省
内
政
改
革
は
、
辛

亥
革
命
後
の
こ
の
地
域
の
歴
史
の
動
き
を
大
き
く
規
定
す
る
と
い
う
意
味
を

も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
清
末
の
内
政
改
革
の
内
存
が
満
洲
移
住

697 

民
祉
舎
の
ど
の
よ
う
な
情
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
で
の

政
策
が
首
時
の
満
洲
一
枇
舎
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
奥
え
て
い
っ
た
の
か
と
い

う
黙
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
本
来
日
の
研
究
課
題
と
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
と

考
え
る
。
本
書
の
第
三
章
と
第
四
章
の
内
容
を
時
期
的
に
結
び
つ
け
る
も
の

と
し
て
、
著
者
が
そ
の
研
究
関
心
に
沿
っ
て
、
清
末
束
三
省
に
お
け
る
内
政

改
革
の
歴
史
的
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
貢
献
は
近
代
東
北
地

域
史
研
究
、
あ
る
い
は
、
近
代
中
凶
史
研
究
合
樫
に
と
っ
て
も
大
き
な
も
の

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
O
O
八
年
二
一
月
東
京
汲
古
書
院

A
五
判
四
三
四
一
見
一

0
0
0
0固
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